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千葉市教育委員会 



 

平成２４年千葉市教育委員会会議第９回定例会会議録 

 

日時 平成２４年９月２５日（火） 

    午後１時３０分開会 

    午後２時５０分閉会 

場所 教 育 委 員 会 室 

 

 

出席委員 委 員 長 内山 英夫 

     委 員 梅谷 忠勇 

     委 員 篠原ともえ 

     委 員 中野 義澄 

     教 育 長 志村  修 

 

出席職員 教 育 次 長 小池よね子  保 健 体 育 課 長 井谷 芳明 

  教 育 総 務 部 長 竹川 幸夫  教育センター所長 真田 清貴 

学 校 教 育 部 長 磯野 和美  養護教育センター所長 沼倉  徹 

生 涯 学 習 部 長  原  誠司  生涯学習振興課長 柗戸 利一 

総 務 課 長 初芝  勤    中 央 図 書 館 長 橘  高俊 

企 画 課 長 高須 右一  科学教育推進担当課長 遠藤  悟 

学 校 財 務 課 長 山田 輝夫  生 涯 学 習振 興 課 文 化 財 保 護室 長 横田 正美 

      学 校 施 設 課 長 小野 正嗣  総 務 課 総 括 主 幹 久我 千晶 

学 事 課 長 佐藤 宏喜  学 事 課 調 整 主 幹 行木  浩 

教 職 員 課 長 宇田 英弘    生涯学習振興課主幹 塚越 達雄 

指 導 課 主 幹 山本 幸人 

 

書  記 総 務 課 長 補 佐 南  久志  総 務 課 主 査 補 諏訪 瑞穂 

          総務課委員会係長 土肥 慶典  総 務 課 主 任 主 事 藤井 拓也 

     総 務 課 総 務 係 長 渡邊  実 



 

１ 開会 

内山委員長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

過半数委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

内山委員長より中野委員を指名 

４ 会期の決定 

平成２４年９月２５日（１日間）ということで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 会議録の承認 

  平成２４年第７回定例会会議録を全委員異議なく承認 

７ 議事の概要 

(1) 非公開事項の決定 

報告第４号及び議案第３７号を非公開審議とする旨決定 

(2) 報告事項 

  報告事項 (1) 平成２４年度千葉市農山村留学推進事業について 

指導課主幹より報告があった。 

  報告事項 (2) 平成２４年度中学校体育大会の結果について 

保健体育課長より報告があった。 

  報告事項 (3) 千葉市科学フェスタ２０１２について 

生涯学習振興課科学教育推進担当課長より報告があった。 

  報告事項 (4) 生涯学習・社会教育施設等における夏季休業中の子どもたちを

対象とした主な事業の実施結果について 

生涯学習振興課長、中央図書館長より報告があった。 

(3) 臨時代理報告 

  報 告 第 ４ 号 県費負担教職員の処分について 

   教職員課長より報告があった。 

(4) 議決事項 

  議案第３６号 千葉市立幸町第一小学校（第四小学校を含む）と第二小学校の

統合について 

   企画課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決した。 

  議案第３７号 平成２４年度千葉市教育功労者表彰について 

   総務課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決した。 



 

(5) 発言の要旨 

  報告事項 (1) 平成２４年度千葉市農山村留学推進事業について 

   内山委員長 指導課主幹、報告をお願いします。 

   指導課主幹 「平成２４年度千葉市農山村留学推進事業について」、報告

します。 

          まず、千葉県内実施については、９月から１２月にかけて小学

校９３校が実施しておりますが、その中でも本年度初めて５校が

県内ホームステイを取り入れ、無事終了しました。 

          実施状況ですが、南房総市、鴨川市において、５校合わせて、

３７６人の６年生が体験しました。参加校、実施地域等について

は資料のとおりです。 

          また、長野県実施についても、長野県内１７市町村、２０地域

において、８月２４日（金）から２８日（火）までの４泊５日の

日程で実施しました。 

          参加者数は、市内小学校２３校の６年生１，１８１人です。 

          ホームステイ中の活動は、農作業体験、家事手伝い、受け入れ

家庭との交流のほか、星空観察やハイキング、郷土料理づくりや

菓子づくり等の食に関する活動、バードコールづくり等の製作活

動なども行っています。 

          実施に当たっては、受け入れ地区の方々の献身的な支援や、引

率職員の臨機応変な対応により、工夫を凝らした体験活動が行わ

れ、計画以上に地域の人々とのつながりを図ることができました。 

          事業の成果ですが、豊かな自然と地域の人々との心温まる交流

は、子どもたちにとって貴重な経験となったことや、保護者から

離れて生活することで、自分のことは自分でするという主体性を

伸ばす機会になったことなどが挙げられます。 

          このほかに、県内ホームステイの機会を広げたことで、より多

くの子どもたちが体験できる状況が整ってきたことも成果のひ

とつです。来年度、県内ホームステイ実施を希望する学校数は、

今年度の２倍以上となっています。 

          今後も、ホームステイ等の教育効果の高い活動を積極的に行い、

本市児童の体験活動がより充実するよう努めてまいります。 

   篠 原 委 員 ３泊以上親元から離れての経験というのは、すごく子どもた

ちには必要なものだと思います。ありがとうございます。 

          今回は、県外実施ということですが、県外で活動した場合と、

県内で活動した場合について、違いが出たりすることはあります



 

か。 

また、昨年は初任者研修が行われていましたが、今年はどう 

でしたか。 

   指導課主幹 県外と県内についてですが、まず、長野県においても農家や

普通の家庭などいろいろ家庭があります。また、千葉県内におい

ても、特に南房総市については、浜辺の民宿をお借りしたので、

それぞれのホームステイ先によって活動がいろいろ違っていま

す。 

成果については、これから調査をするところです。 

          また、初任者ですが、今年は３泊４日で参加しております。 

   梅 谷 委 員 このような農山村留学は、子どもにとっては、体験が広がる

ということで、これから先、非常に貴重な体験として、いい思い

出として残っていくのだろうと思います。 

          ２点ほどお伺いしたいのですが、１つは、１，５００人もの子

どもが参加するということで、非常に大変だと思いますが、これ

までやってきて、特にこの部分について配慮や工夫をしていると

いうことがあれば教えてください。 

          また、これまで事業を行ってきて、成果もかなり出ていると思

いますが、子どもたち自身が留学を終えてどういう感想を持った

か、そして、それらのデータを残されているのか、また、子ども

同士が、体験を経てお互いに考え方が変わったというようなこと

を確認し合えるというか、そういうことも大事だと思いますので、

お伺いします。 

   指導課主幹 まず、それぞれの配慮や工夫についてですが、やはり一番は

子どもたちの健康、安全です。それぞれの地域において安全体制

を整えるとともに、あらかじめ、病院や診療所などを確認してお

くということが一番の配慮ではないかと考えています。 

          また、工夫という面では、長野県、南房総市、鴨川市それぞれ

の地域の担当の方や、市役所の方にいろいろ動いていただいてい

るので、そちらとよく連携をしながら行っていきたいと考えてい

ます。 

          次に、子どもたちの意見や、その効果の測定についてですが、

毎年、長野県については効果測定を行い、結果を数値に表してい

るほか、作文等も必ず書かせておりますので、各学校でそれらを

掲示したりして交流を図っております。 

また、その作文等も指導課で取り寄せ、それを読んで研究をし



 

ているところです。 

   中 野 委 員 毎年このような事業を行っている中で、実際に急病で入院し

なくてはならないような子どもが出たりすることはないのでし

ょうか。 

   指導課主幹 そのような事例も何件かは発生します。そのときには、レン

タカーを配備しておりますので、すぐに病院へ連れていったり、

救急車を呼んだりということで対応しています。 

   内山委員長 大変な事業ですが、子どもたちとしては非常にいい機会で、

また、印象に残るものだと思いますので、これからもぜひ努力し

て続けていっていただきたいと思います。 

  報告事項 (2) 平成２４年度中学校体育大会の結果について 

   内山委員長 保健体育課長、報告をお願いします。 

   保健体育課長 市の大会及び県、関東の大会等については、前回の第８回定例

会で報告いたしましたが、本日は、８月１７日から２４日の期間、

関東地区で開催された全国中学校体育大会における本市代表選

手の結果を報告します。 

          全国中学校体育大会には、団体２種目、個人６種目に３２人の

選手が出場しました。大会の結果については、資料のとおりです。 

          第８回定例会でも口頭にて報告させていただきました新体操

個人総合、個人種目別リボンで、●●中学校の●●●●さんが昨

年度に続きまして２年連続の全国優勝という素晴らしい成績を

収めたことを報告させていただきます。 

なお、●●選手については、８月２９日に、選手、顧問、校長

同伴で教育長に優勝の報告をさせていただきました。 

   内山委員長 全国大会で優勝するというのは大変なことですね。この成績

を褒めたいと思います。 

  報告事項 (3) 千葉市科学フェスタ２０１２について 

   内山委員長 生涯学習振興課科学教育推進担当課長、報告をお願いします。 

   科学教育推進担当課長 「千葉市科学フェスタ２０１２について」、報告します。 

          千葉市科学都市戦略事業方針に基づき、市民が日常生活の中で

科学技術を身近に感じることができる総合的な科学の祭典とし

て、昨年度に引き続き、千葉市科学フェスタ２０１２メインイベ

ントを１０月６日、７日に開催します。 

会場となる Qiball（きぼーる）に科学コミュニティを出現さ

せ、子どもたちから高齢の方まで多くの方々が科学技術に親しむ

機会を創出します。 



 

          主な企画として、来場者の投票により人気のあった出展団体を

表彰する「ちばＳＣグランプリ」、研究の第一人者による講演会、

ＮＥＣガリレオクラブによる「科学捜査を体験しよう！」、ソニ

ー教育財団による「手づくりＣＤプレイヤーの作成」のほか、算

数、数学を楽しむ会や学理の会などの教育関係団体や、高校生に

よる科学体験ブース、サイエンスショーなどを行います。 

なお、メインイベントの期間中は、科学館を無料開放しており

ます。 

          今年度のフェスタは、さらに幅広い層の参加、参加団体のネッ

トワーク化、情報発信の強化などの課題を改善するため、サテラ

イトイベントを通年開催するとともに、メインイベントの期間を

２日間に凝縮し、より身近で興味を引く企画の立案と、内容の充

実を図りました。 

          また、出展団体の公募を拡大し、より多くの団体が主体的に参

加できるようにするとともに、参加団体のネットワーク化に向け、

情報の共有を行う作業部会の設置や、全ての参加団体が一堂に会

する交流会を実施しました。さらに、科学フェスタのホームペー

ジを大幅に改修し、身近な公民館や市民団体等が開催する科学イ

ベント、科学講座などの情報発信を充実させました。 

          なお、メインイベントを開催する１０月を「千葉市科学フェス

タ月間」と位置づけ、充実した科学技術関連のサテライトイベン

トを集中的に実施する予定です。 

          最後になりますが、６日には市長に開幕宣言を、７日には教育

長に閉幕宣言を行っていただく予定です。 

   篠 原 委 員 昨年も見学させていただき、今年もとても楽しみにしていま

す。 

昨年感じたことですが、団体名の表示が分かりづらく、どのよ

うな団体が関わっているのか分かりませんでした。 

今回はさまざまなイベントがあって、グランプリも決めるとい

うことなので、団体名が分からないということはないと思います

が、ぜひ見やすいところに名前を掲げていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

   科学教育推進担当課長 そのように対応したいと思います。 

   内山委員長 先ほど、幅広い市民の方に関心を持っていただくということ

で、出展団体の公募という報告がありましたが、公募の結果、随

分いろいろなところから出てもらっているようです。これからま



 

た、こういった形で盛り上げてもらえればと思います。よろしく

お願いします。 

  報告事項 (4) 生涯学習・社会教育施設等における夏季休業中の子どもたちを

対象とした主な事業の実施結果について 

   内山委員長 生涯学習振興課長、中央図書館長、報告をお願いします。 

   生涯学習振興課長 「生涯学習・社会教育施設等における夏季休業中の子どもた

ちを対象とした主な事業の実施結果について」、報告します。 

          初めに、公民館で実施した事業について報告します。 

いずれの事業についても、普段はなかなかできない体験型の事

業ですが、特に夏休み子ども講座については、宿泊を伴う唯一の

公民館事業として、自主性や協調性、コミュニケーション力を育

てることなどを目的に、学生ボランティアの方々の協力を得なが

ら実施しました。 

参加した子どもたちからは、食事づくりなどを通して助け合う

ことの大切さを学んだ、公民館が身近になったなどの感想をいた

だいております。 

          続いて、加曽利貝塚博物館、郷土博物館の事業についてですが、

こちらについても、土器づくりや火おこし、縄文服の着用といっ

た体験型事業となっており、本市ならではの事業として定着して

います。 

          現在、本市は、加曽利貝塚の国の特別史跡申請に向け準備を進

めていますが、博物館事業についても、市民の方々に機運を高め

ていただく契機になるようにということで力を入れていきたい

と考えています。 

          次に、生涯学習センターで実施した事業ですが、本年度の特色

として、親子で参加できる事業という点が挙げられます。 

          具体的には、パソコン教室、料理教室といった内容になってい

ますが、参加した保護者からは、事業を通して子どもとの触れ合

いができてよかった等の声をいただいています。 

          続いて、科学館の事業についてですが、科学館は科学都市千葉

推進の拠点施設であり、参加、体験型を特徴とする施設であるこ

とから、今年度も夏休みの自由研究支援や、ロボットづくり、実

験講座など多様な事業を実施し、参加者からは科学のおもしろさ

に気づいた、来年度もぜひ参加したいという感想をいただきまし

た。来年度も、引き続き事業の充実に努めてまいります。 

   中央図書館長 続いて、図書館における夏休み中の子どもたちを対象とする



 

行事の結果を報告します。 

          まず、図書館体験では、中央図書館の親子図書館体験ツアーを

初め、地区図書館で実施した子ども一日図書館員やオリジナル豆

本づくりを開催し、参加者総数１８９人と盛況でした。 

          参加者からは、普段は入れない中央図書館の自動出納書庫を見

てびっくりしたとか、地区図書館では、カウンターの仕事が楽し

かったのでもっと体験したかったという感想をいただきました。 

          次に、夏のお楽しみおはなし会は、参加者総数６４０人で、こ

ちらも大盛況となりました。 

          参加者からは、高校生のお姉さんが絵本を読んでくれて嬉しか

ったとか、落語を初めて聞いて楽しかったという感想をいただい

ています。また、読み聞かせを行った高校生からは、子どもの反

応を直に感じることができてよかったという感想もありました。 

          続いて、科学工作遊びは、地区図書館３館、分館１館で開催し、

参加者は２５６人でした。千葉市科学館や東京ガス株式会社の協

力を得て実施しましたが、参加者からは、ミニ知識講座でガスの

ことも知ることができたとの感想をいただいています。 

最後に、地区図書館３館で開催した映画会では、参加者総数

３６９人で、保護者の方からは、子どもが小さくて映画館に行く

ことは難しいため、図書館で企画してくれると助かるという意見

をいただいております。 

          今後の課題としては、子どものみの参加イベントの場合、熱中

症対策として、水筒持参の周知や緊急連絡先の確認などの改善策、

それから夏季休暇に入ってすぐの１週間というのは、各学校で補

習等がある場合が多いので、開催時期を検討すること、また、土

日に縛られず平日のイベント実施を検討することなどが挙げら

れています。 

          今回の行事は概ね好評をいただきましたが、今後は、より一層、

図書館を身近に感じていただけるよう、新たな企画にも挑戦して

いきたいと考えています。 

   篠 原 委 員 本当に、いつもなかなかできない事業をしていただきありが

とうございます。 

７月の定例会の際にもお話しましたが、各施設に作品を飾った

り、その作品を写真に撮って展示したりといったことは行われた

のでしょうか。 

   生涯学習振興課長 生涯学習センターについては、１階のロビーに作品を展示さ



 

せていただきました。公民館の手づくりカメラなどについても、

作りっぱなしではなく、実際に動作の確認なども行っています。 

   篠 原 委 員 ありがとうございます。やはり作品を飾ってもらうというこ

とが、子どもたちにとっても励みになりますし、今後のやる気に

もつながっていくと思いますので、ぜひ子どもたちの作品を大事

にしていただきたいと思います。 

   志村教育長 １点よろしいでしょうか。 

          博物館や科学館、図書館などは、職員や所員が講師を務めたり、

企画を行ったりすることができる施設だと思いますが、公民館や

生涯学習センターというのは、施設を提供しているだけといった

ケースが多いと思います。 

例えば、小中台公民館で行われた「体験しよう！－１６２℃の

不思議な世界」のような企画は、恐らく外部の方が協力してくれ

たのではないかと思いますが、そのあたりについて教えてくださ

い。 

   生涯学習振興課長 今、お話のあった小中台公民館の事業については、主催事業

として東京ガスに協力していただきながら取り組んでいるもの

です。また、星久喜公民館で行われた「おとまりＩＮ星久喜」

についても主催事業であり、公民館の職員と地域の方々が連携

しながら取り組んでいます。 

また、生涯学習センターの「親子パソコン教室」は、昨年度ま

では委託で行っていましたが、今年度からは、まなびサポーター

という、生涯学習センターのボランティアの方に講師をしていた

だき、取り組んだものとなっています。 

   志村教育長 来年から、このような報告をいただく際は、今のように協力

いただいた方などが分かるようにしてもらえると、市民の皆さん

の広がりが１つの事業を支えていることや、子どもたちの活動を

支えているということが分かると思いますので、大変だと思いま

すけど、よろしくお願いします。 

   篠 原 委 員 まなびサポーターというのは、どういう方たちなのでしょう

か。 

   生涯学習振興課長 まなびサポーターというのは、ボランティア養成の講座を修

了された生涯学習センターの施設ボランティアの方たちで、さま

ざまな講座等の支援等をしていただいています。 

  報 告 第 ４ 号 県費負担教職員の処分について 

   委 員 長 教職員課長、報告をお願いします。 



 

   教職員課長 「県費負担教職員の処分について」ですが、本来、教職員の

処分については、千葉市教育委員会組織規則第８条第４号の規定

に基づき、議案として審議いただく案件ですが、教育委員会会議

の開催を待つことは、９月３日から始まる中学校の学習に大きな

影響があることから、同規則第９条の規定に基づき、臨時代理に

より処理を行いましたので報告します。 

          被処分者は千葉市立●●中学校講師、●●●●●●歳です。 

処分内容は懲戒免職、処分年月日は平成２４年８月３１日です。 

処分理由ですが、被処分者は、平成２４年８月１４日午前１１

時５１分ごろ、●●●●●●●●●●において、スマートフォン

で、●●●●の背後から●●●●●●●●●●●●●●●●●を

盗撮し、公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関

する条例違反により●●●●、●●●●●●●●●●、●●●●

●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●●ました。 

このような行為は、学校教育に対する市民の信頼を損ね、その

職の信頼を著しく傷つけるもので、教育公務員として誠にふさわ

しくないものです。 

よって、地方公務員法第３３条に定める信用失墜行為の禁止に

違反し、同法第２９条第１項第１号及び第３号の懲戒事由に該当

するものと認め、処分したものです。 

          また、同校の校長については、休暇中の出来事ではありますが、

管理監督が不十分であったとして、厳重注意としました。 

          教育委員会では、改めて公務員としての自覚を促すため、８月

１７日、学校教育部長より市内の全教頭に対し、事件の概要と再

発防止に向けた指導を行うとともに「学校職員の服務管理の徹底

について」の文書を学校長に発しました。 

また、夏休み明けとなった９月３日、各学校の朝の打ち合わせ

等において、学校長が直接全教職員に対し、二度と千葉市でこの

ような不祥事が起きないよう指導しました。 

          なお、当該校においては、８月３１日１８時より臨時保護者説

明会を開き、今回起きた事件に対しての謝罪及び学校におけるこ

れからの対応等について、学校長より説明を行い、保護者のご理

解を得たところです。 

  議案第３６号 千葉市立幸町第一小学校（第四小学校を含む）と第二小学校の

統合について 

   内山委員長 企画課長、説明をお願いします。 



 

   企 画 課 長 「千葉市立幸町第一小学校（第四小学校を含む）と第二小学

校の統合について」、説明します。 

          学校適正配置については、平成１９年１０月策定の千葉市学校

適正配置実施方針に基づき話し合いを進めてきましたが、このた

び、幸町地区において統合の合意がなされ、過日、教育長に要望

書が提出されたところです。 

          具体的な要望事項について説明します。 

          まず、統合校の場所を現在の幸町第四小学校の位置とすること、

平成２６年４月に新設校として開校することが要望されていま

す。 

この要望書の内容に、統合後、将来にわたって学校規模が適正

であること、通学距離、安全性に問題がないこと、地域コミュニ

ティに配慮し、バランスのとれた学校配置であること、教育環境

を早期に改善できること、これらを重要な観点として要望書を評

価した結果、いずれも適切と認められるので、この内容で議決を

求めるものです。 

この統合により、バランスよく学校が配置されることになり、

地域活動の拠点、防災上の拠点としても機能するものと考えてい

ます。 

          また、跡施設となる現第一小学校、第二小学校の活用について

は、地元代表協議会において今後取りまとめられる要望を踏まえ

た上で、市全体としての有効活用を検討していきます。 

          なお、幸町第一中学校と第二中学校の統合については、引き続

き協議を継続していきます。統合後の学校規模ですが、平成２６

年度から３０年度までの児童生徒数推計によると、１２学級以上

の適正規模校となります。 

          最後に、新設校開校準備ですが、学校長、ＰＴＡ、教育委員会

事務局で組織する統合準備会を設置し、開校に向けた諸準備を進

めるとともに、新設校の大規模改修を行っていきます。 

   志村教育長 参考資料の地図を使って、もう尐し具体的に説明をお願いし

ます。 

   企 画 課 長 参考資料をご覧ください。右上に学校位置図がございます。 

左から、幸町第一小学校、中央に第四小学校、その隣に第二小

学校があり、今回、一小と四小と二小の３つの小学校について、

第四小学校の位置に統合することが要望として出ております。 

なお、右側の三小については、中央区にあるマンション等から



 

の児童が通学しており、適正規模となっていることから、今回の

話し合いの対象からは外れています。 

          また、中学校については、一中と二中が配置をされていますが、

一中のほうが小規模校となっておりまして、今後、協議を進める

ものです。 

          次に改修のスケジュールですが、既に議決をいただいていると

おり、幸町第四小学校については、平成２５年４月に幸町第一小

学校に統合となります。 

その後、今回、議決をいただきますと、平成２６年４月に幸町

第二小学校が一小に統合となり、一小の校舎を、仮校舎として使

用します。 

その間、四小の改修工事を進め、最終的には平成２７年度に四

小に移転となります。 

   内山委員長 統合問題は大変しんどい作業だと思いますが、頑張って進め

ていただき、ありがとうございました。 

子どもたちができるだけ元気に学校に通えるよう、引き続きよ

ろしくお願いします。 

  議案第３７号 平成２４年度千葉市教育功労者表彰について 

   委 員 長 総務課長、説明をお願いします。 

   総 務 課 長 「平成２４年度千葉市教育功労者表彰について」、説明します。 

          表彰候補者は、千葉市教育功労者表彰規則及び千葉市教育功労

者の表彰基準細則に則り、関係各部より推薦された方々及び団体

について、教育功労者表彰審査委員会において審査されておりま

す。 

          今年度の推薦に当たり、表彰基準が一部変更となっていますの

で、説明します。 

          千葉市教育功労者の表彰基準細則の主な改正点ですが、これま

で表彰対象に「社会体育の振興、発展に功績のあったもの」とあ

りましたが、本年４月１日付けの組織改正により、スポーツ行政

が市長部局へ移管されたことに伴い、これを「社会教育の振興、

発展に功績のあったもの」に含めることとし、あわせて所要の文

言の改正を行いました。 

また、受賞要件について、「社会体育関係団体の会長職経験

１０年以上」とあったものを、「スポーツ関係団体の役員職経験

１０年以上」と緩和したことにより、より広く表彰対象者を募る

こととしました。 



 

          それでは、今年度の表彰者の内訳を説明します。 

          学校保健関係は１４名で、内訳は、学校医６名、学校歯科医５

名、学校薬剤師３名です。 

          次に、生涯学習関係は７名で、内訳は、健全育成関係１名、生

涯学習関係１名、スポーツ関係３名、文化芸術関係２名となって

おります。 

          続きまして、学校教育関係は４５名で、内訳は、校長４４名、

事務長１名です。 

          合計で、個人が６６名、団体は、生涯学習関係として文化芸術

関係が１団体、小学校が５校、中学校が２校の計８団体です。 

          各表彰者の推薦理由等については、参考資料をご覧ください。 

          なお、表彰式ですが、１１月１２日（月）午前１０時半から、

オークラ千葉ホテルでの開催を予定しておりますので、ご出席の

ほど、よろしくお願いします。 

表彰式の詳細については、後日、改めてお知らせします。 

   委 員 長 長年にわたって努力された結果だと思います。 

８ その他 

(1)県教育委員会で実施している「お兄さんとお姉さんと学ぼう」事業について、

篠原委員より質問があった。 

   篠 原 委 員 千葉県の教育委員会で、地域の県立高校の子どもたちが、近

隣の小学校へ伺って交流を深める事業を行っているというのを

聞いたことがありますが、千葉市立の高校でも同様の事業を行っ

ているのでしょうか。 

   指導課主幹 高等学校の生徒の交流ですが、千葉県教育委員会で「お兄さ

んとお姉さんと学ぼう」という事業を実施しています。 

千葉市内の県立高校では千葉女子高等学校が近隣の小学校に

訪問し、生徒がボランティアで学習支援などを行っています。 

千葉市立の高校は、そちらには参加しておりません。 

(2)普通教室におけるインターネットの活用状況ついて、篠原委員より質問があっ

た。 

   篠 原 委 員 先日、全国学力学習状況調査の結果を報告していただきまし

た。 

この中で、普通教室でのインターネット活用について、８２％

ぐらいが行っていないという回答でしたが、千葉市はどのような

状況なのか教えてくだたい。 

   指導課主幹 普通教室でのインターネットの活用ですが、全国学力学習状



 

況調査中、「普段の授業では本やインターネットを使ってグルー

プで調べる活動をよく行っていると思いますか」という質問に対

し、全国平均で５２．４％が当てはまる、どちらかといえば当て

はまるという回答をしています。 

普通教室でのインターネットについて、千葉市の場合、教室で

１人１台のパソコンを使えるわけではないため、インターネット

の利用があまり行われていないものと考えています。 

          ただし、千葉市の場合、シンクライアントシステム「Cabinet

（キャビネット）統合システム」があるので、そちらの学習シス

テムへログインし、大型テレビで教材の内容を映し出すなどによ

り、インターネットを活用しています。 

          また、デジタル教材等を活用したパソコン教室を行っているこ

とから、パソコンの利用は多いのではないかと認識しています。 

最後に学習システムへの４月から６月までのログイン数です

が、小学校の教員が６万３，１５６回、中学校の教員が

２万１，２９９回、小学校の児童が７万４，２９６回、中学校の

生徒が７万１，３７２回となっており、昨年度同期と比べると、

学習システムの活用が進んでいると考えています。 

(3)総合的な学習の時間の内容ついて、篠原委員より質問があった。 

   篠 原 委 員 同じく全国学力学習状況調査の小学生のアンケートの中で、

「総合的な学習の時間の授業で学習したことが、普通の生活や社

会に出たときに役立っていると思いますか」という質問に対し、

約８０％以上の子どもたちが役に立っていると答えていました。 

その総合的な学習の時間の内容について、どのようなことが行

われているのか教えてください。 

   指導課主幹 総合的な学習は、探究的、協働的な学習として体験活動等を

通じ、他の教科との関連を重視しながら推し進めているものです。 

学校の特色を踏まえ、自ら課題を設定し、環境、福祉、地域、

情報等の学習を行っています。 

          具体的には、地域の歴史や特色などを深め、調べる学習や、車

いす体験などの福祉の学習、動物公園での飼育体験学習など、自

ら課題を設定することで、さまざまな成果を上げていると考えて

います。 

   篠 原 委 員 ありがとうございます。とても楽しそうでいいですね。子ど

もたちも探究できるところがすごくいいと思います。 

(4)平成２４年度第３３回千葉市教職員教育研究発表会への参加ついて、篠原委員、



 

中野委員及び内山委員長より報告があった。 

   篠 原 委 員 ８月３０日、教職員による教育研究発表会へ参加させていた

だきました。 

本当に先生方も、子どもたちがどうしたら課題に取り組みやす

くなるかということをとてもよく考えており、大変勉強になりま

した。 

先生方の導き方がうまく、子どもたちの目が輝いている姿が発

表を聞きながらとても感じることができました。子どもたちは本

当にいい先生にめぐり合っているなと思いました。 

   中 野 委 員 ８月３０日の研究発表会に私も参加させていただきました。 

その際、土気南小学校の発表について、他でも活用することが

できるのでないかという意見がありましたが、やはり研究という

のは、本来はそういうものではないかと思います。 

目的があって、それをどうしたら解決するか、いろいろと組み

立ててやっていくと思いますが、その結果がそこでしかできない

ものより、やはり他の学校でも活用できるものがいいのではない

かと思いました。 

どうしても研究のための研究のようなものも出てきてしまう

ので、他でも活用できるという意見が出てくるような発表が増え

てくると、実際に活用されていっていいのではないかと思いまし

た。 

   内山委員長 私も８月３０日の研究発表会、大変楽しみにしておりまして、

感心しました。 

小学校だけだったのが残念ですが、研究の目的と、目標の設定、

それから研究の方法、実践の内容、成果、課題等、非常にうまく

整理して粘り強く進めたということについて大変評価したいと

思います。 

やはり、各教員が問題意識を持って目標設定をするところから

始まると思います。各自の力量に応じて、どのように解決してい

くかということについては、また期待したいと思います。どうも

ありがとうございました。 

          また、実践記録の部の発表ですが、大変楽しい内容でした。枕

草子を主体にして、交流を中心とした書くことの授業づくりです

か、内容が大変新鮮で、おもしろいと思いました。 

子どもたちをまず小さいグループにまとめて、お互いに意見 

を交換し合いながら、なかなかうまく書けない子どもたちも随筆



 

を書くということについて、一生懸命取り組んだ成果として立派

なものだと思いました。ありがとうございました。 

(5)千葉市未来の科学者育成プログラムへの参加ついて、篠原委員より報告があっ

た。 

   篠 原 委 員 ９月８日に科学者育成プログラムの「野生生物を研究する－

ニホンカモシカを追って３６年－」に参加しましたが、会場とな

った県立中央博物館の企画展「シカとカモシカ」についてなど、

お話がとても面白く、講師の落合啓二先生の、高崎山のサルの本

を読んだのが野生動物に興味を持ったきっかけであるというお

話がとても興味深い内容でした。 

          また、参加した子どもたちに、朝永振一郎先生の「不思議だと

思うこと、これが科学の芽です。よく観察して確かめ、そして考

えること、これが科学の茎です。そして最後に謎が解ける、これ

が科学の花です。」という言葉を贈っていましたが、それを聞き

ながら、参加者の中に本当に未来の科学者がいるのではないかと

期待をすることができました。 

(6)第５５回千葉市小・中・特別支援学校児童生徒作品総合展覧会【科学部門】へ

の参加ついて、篠原委員及び内山委員長より報告があった。 

   篠 原 委 員 ９月１５日～１７日に開催された、子どもたちの夏休みの自

由研究総合展に参加させていただきました。 

私は初日に行きましたが、本当にたくさんの親御さんたちがい

らして会場がとても混み合っており、もう尐し会場が広ければゆ

ったりと見られるのではないかと思いました。 

          また、動き回る作品があったのですが、できれば動いている状

態のものを見たいと思いました。できればそれを録画して映像で

流していただくようなことができれば、子どもたちとっても、来

年以降につながるいい手助けができるのではないかと思います。 

ありがとうございました。 

   内山委員長 私も総合展覧会に参加させていただきました。 

小学生の部で、ダンゴムシに迷路を解かせようというものがあ

りましたが、これは素晴らしい発想だと思います。 

答えを言ってしまうと、左右交互に動くのだそうですが、とて

も素晴らしい発見だと思います。びっくりしました。 

その他も言えばきりがないのですが、中学生の部は、どちらか

というとアイディア勝負で、作品数が尐なかったと思います。も

う尐し大勢の参加が欲しいと思いました。 



 

ありがとうございました。 

(7)平成２４年度第１回教育委員研修会（県教育委員会・県市町村教育委員会連絡

協議会共催）について、中野委員及び内山委員長より報告があった。 

   中 野 委 員 ９月５日に開催された教育委員研修会に参加しました。全体

会に関しては、大きな都市と、学校が３校しかないというような

教育委員会が、一緒になって話をするのはちょっと無理があるか

なと思いました。 

          また、分科会では、安全対策についてのテーマに参加しました

が、いろいろ学校で様々な試みが行われており、それぞれ、素晴

らしいと思いました。 

ある教育委員会では、子ども１１０番という表示がそれぞれの

家に張ってあり、危険があればそこへ行くということになってい

るのですが、それの更新が行われていないため、高齢者のみの世

帯などが今では空家になっており、かえって危険なため、きちん

と更新する方向にした方が良いという提案がありました。 

また、最後に県の教育委員から、安全対策はいろいろな方法が

あるが、やはり最終的には、自分の安全は自分で守るという自覚

を持たせるのが大事なのではないかというお話があり、非常に印

象的でした。 

いろいろな学校でその地区に合った様々な取り組みがされて

いますが、確かに子ども自身が自覚を持つことが大事なのではな

いかと思いました。 

   内山委員長 私も９月５日に開催された研修会に参加しましたので、報告

させていただきます。 

私は、道徳性を高める教育についてというテーマの分科会に参

加し、県の取り組みについて伺いました。 

          事例発表では、浦安市の中学校の道徳教育が独特な取り組みを

しているように感じました。教育重点課題を３つ挙げ、そのうち

の一つ、小集団活動を生かして道徳性を高める道徳教育の実践に

ついて、道徳の時間をきちんと取り、年間を通して重点的に活動

しているという説明を聞きました。 

実際には、道徳教育推進部というものを作り、道徳の時間のほ

か、学級活動や生徒会活動などで全体として道徳問題に取り組も

うという姿勢がありました。 

          中でも感激したのは、まず４月の新入生歓迎会で、いじめゼロ

宣言をキャンペーンとして取り組むことを宣言し、１０月後半か



 

ら１１月前半にかけ、全学生生命尊重授業展開ということを道徳

の時間に一斉に設けるということでした。 

それから、１１月前半から１２月にかけて実際にキャンペーン

を実施し、具体的には、いじめゼロ宣言の掲示物作成及び展示、

イエローリボンキャンペーンと題してイエローリボンの作成及

び配付を行ったほか、さらには、いじめゼロ宣言の署名活動を行

い、生徒の９割の署名を集めるほか、市長、市議会議員、教育委

員、地域の自治会等、全てが署名活動に参加し、それを掲示する

というような一大キャンペーンをやっているそうです。 

このように、年間を通してきちんと取り組もうという姿勢が非

常に感じられ、とても素晴らしいと思いました。 

          そしてその結果として、いじめアンケートを毎月２回実施して

おり、平成２２年４月～１２月には平均９．６件あったものが、

平成２３年は５．８件に減ったそうです。 

また、イエローリボンキャンペーン実施後の１月～３月のアン

ケート結果は、平成２２年が１．５件に減尐したものの、平成

２３年は３．４件ということで、減り方が尐なかったそうです。 

このように、具体的な成果をつかむのはなかなか難しいことで

すが、一生懸命取り組むことの重要性を感じました。 

          いずれにしても、保護者の方も含めて、一緒に取り組んでいこ

うという姿勢がとても強く感じられたので、千葉市も参考にして

もらえればと思います。 

(8)いじめ問題に対する千葉市教育委員会の取組み等について、学校教育部長より

報告があった。 

   学校教育部長 今回、大津市のいじめの事件を受け、文部科学大臣の緊急アピ

ールが７月１３日に出され、各学校に通知したところです。 

その後、８月１日に、「いじめの問題に関する児童・生徒の実

態把握並びに教育委員会及び学校の取組状況に係る緊急調査」が

文部科学省より依頼されたところです。 

          また、先般、文部科学省による平成２３年度の「児童生徒の問

題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果」が９月１１日に

公表されました。 

          本市の状況としては、平成２３年度のいじめ認知件数は、小学

校３３７件、中学校３０６件の合計６４３件です。前年度より小

学校で４３件増加、中学校では１５５件減尐しております。 

          また、不登校については、小学校１６６人、中学校５９９人、



 

合計７６５人です。これも、昨年度より小学校で１７人増加、中

学校では５４人減尐しています。 

          次に、このいじめに関し、平成２５年度文部科学省の概算要求

では、いじめ対策関連事業として７３億円の予算要求がされたと

ころです。 

その内容は、いじめの未然防止に向けて、道徳教育推進の充実、

対話・創作・表現活動による思考力・人間関係形成能力の充実、

健全育成のための体験活動の充実となっています。 

また、早期発見・早期対応に向けては、スクールカウンセラー

の配置の拡充、生徒指導推進協力員・学校相談員の配置、スクー

ルソーシャルワーカーの配置となっています。 

教育職員の研修の充実にあたっては、教職員定数の改善、教職

員研修の充実、さらには、第三者的な立場からの調整、解決をす

る取り組み、外部専門家を活用した学校支援の取り組みが２００

地域に指定されるという状況です。 

          本市の学校では、これまで、教育相談の充実に努め、児童生徒

と教師の共感的人間関係の構築や児童生徒間の好ましい人間関

係づくりに取り組んでいます。 

さらに、保護者や地域の方などからの相談にも誠意を持って対

応するとともに、学校・家庭・地域と教育委員会が一体となり連

携を強化し、いじめを許さない学校づくりに努めてまいりました。 

          また、個々の行為がいじめに当たるか否かについては、表面的、

形式的に判断することなく、いじめられている児童生徒の立場に

立った指導を通して、早期発見、早期解消に努めてまいりました。 

          そうした中、今回の国の概算要求事業に関し、本市では全中学

校と統合校へのスクールカウンセラーを配置していましたが、今

後は、小学校へのスクールカウンセラーの配置や教育委員会への

ソーシャルワーカーの配置の検討を進めるとともに、教職員定数

の改善では、３５人学級の拡大に向け本市の実情に応じて取り組

む考えでございます。 

          次に、８月１日に文部科学大臣より発出されました「いじめ問

題に関する児童・生徒の実態把握並びに教育委員会及び学校の取

組状況に関する緊急調査」については、全ての小・中・高・特別

支援学校にて実施し、現在、取りまとめているところです。 

          なお、最後になりますが、現在、議会でのいじめに関する質疑

等については、代表質疑で４会派からいただいたほか、一般質問



 

においても同じように４会派からの質問を受け、いじめの定義、

いじめの早期発見・早期対応に関すること、また学校での取り組

み状況、教育委員会の考えやその指導方針についてお示しをした

ところでございます。 

   篠 原 委 員 小学校へのスクールカウンセラーの配置と、教育委員会への

ソーシャルワーカーの配置に関するお話がありましたが、具体的

にはどのような対応を考えているのでしょうか。 

   学校教育部長 現在、全ての中学校及び統合小学校にはスクールカウンセラー

を配置していますが、小学校においていじめや不登校が増加して

いることから、国のいじめ関連事業が実現された際には、小学校

にもスクールカウンセラーを配置したいと考えております。 

          また、教育委員会へのソーシャルワーカーの配置ですが、現在、

家庭をはじめ、様々な状況が複雑になってきています。教育委員

会といっても、広く指導課に配置するのか、例えば相談しやすい

ライトポートなどに配置するのかはまだ決定していませんが、い

ずれにしても、誰もが相談しやすいような体制を整えることが重

要であると考えた上で、取り組んでいるところです。 

   篠 原 委 員 大津市のいじめ事件以降、電話相談などが増えているという

ようなことはありますか。 

   学校教育部長 新聞発表のあった７月で比較すると、昨年の相談件数は１件で

したが、今年は１０件程度と、やはり増加しています。 

   内山委員長 教員の皆さんも大変だと思いますが、粘り強く対応してもら

いたいと思います。 

   志村教育長 何とか国の予算を通してもらい、国の応援を得て、スクール

カウンセラー、スクールソーシャルワーカーの増員を実現した

いと思っています。 

市の単独予算でやるには限界があるので、やはり国全体の施策

として何とか取り上げていただければと思っていますが、頑張り

ますので応援をお願いします。 

 (9)次回第９回定例会は、事務局において日程を調整の上、開催日時を決定する

こととした。 

９ 閉会 

  内山委員長より閉会を宣言 


